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学校体育における 「学び」の再検議
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本研究では、学校で展開されている 「学び」が、人間の本来的な 「学び」との間にどこかズレが生じ、子ど

もの学ぶ意欲を減退させているのではないかという問題意識のもと、学校体育の 「学び」を再検討し、状況主

義の学習論に依拠 した体育学習論の視点を提示することが目的である。

学校体育の 「学び」は、「規範的パラダイム」による学習論が支配的であり、「運動目的内容論体育」におい

て、人間の本来的な 「学び」である 「解釈的パラダイム」の学習論への転換が図られたが、機能的特性の実体

化によって、「規範的パラダイム」にとどまるという、理念と実践のズレがみられた。このような問題を打開

するには、「どのように文化的に価値め高い経験を組織するか」という理論を実践に移す手続き論が重要になっ

てくる。

状況主義の学習論に依拠した体育学習論を構築するためには、運動文化の歴史的発展を促してきた 「中心的

な活動」である 「文化的特性」を導き出すことが重要である。球技においては攻守の 2つ の目的への志向と、

その 2つ の 「遊動関係」の保障が 「文化的特性」となり、カリキュラムは特性をはみ出さないことは前提だが、

「ゴール ・フリー」であること、「文化創造」の工夫の余地を残すため、できるだけ 「文化的特性」のもつ 「シ

ンプル」さを大切にした授業構成からスター トすることが重要である。
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1.は じめに

本研究の問題意識は大きく二つある。
一つは学校の

「学び」の様式についてである。学校において子ども

たちはチャイムが鳴ったら教室に集まり席につき、教

師の発問や質問について考え、答えを導き出そうとす

る。このようなことは言わば 「当たり前」ともいえる

「状況」である。 しかし、不登校、学級崩壊、そこま

でいかなくとも平気で授業に遅刻する、授業中教室か

ら出て行ってしまうなど、「当たり前」と思っていた

「状況」がもはや 「当たり前」ではなくなってきてい

る。「当たり前」の 「状況」が成立 している学校や学

級においても、子どもたちは本当に授業そのものを学

びたくて席についているのであろうか。成績 ・評定等

の交換動機によって席についているだけではないだろ

うか。そもそも 「学び」とは他人から強制されて行う

ものではなく、「学びがい」があるから学ぶのである

(佐伯 絆 、1995)。だとすれば我々教師はヽ子どもた

ちが自然と 「学び」たくなるような魅力ある 「状況」

を創出することが求められるであろう。

もう一つは人間が運動を行うことについてである。

サッカーにおいてオフサイ ドというルールがあるのは

現在においては当然のことである。その起源をたどっ

ていくと、相手ゴール前にポジションをとって縦パス

を受け取る極端なカウンター攻撃というつまらない

「状況」を解消するためだったという。テニスにおい

て、アンダーハンドサーブからオ
ーバーヘッドサーブ

が生み出されたのはネットの高さが低 くなった (低い

位置でネットを張る技術が開発された)こ とによって

上からの直線的な弾道のサーブがコー トに入りやすい

「状況」になったからだという。サッカーのインサイ

ドキックという技術でさえ、行為者はコー トの地面の
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本の杭でつくられたベースを走ってまわる 「ベースボー

ル」という名称の球戯がすでに存在 し、19世紀初期

にはアメリカでもこれらの 「ベースボール」が 「ラウ

ンドボール」や 「タウンボール」などの名で行われて

いたが、 1845年創立 した 「ニッカーボッカー ・ベー

スボールクラブ」のメンバー、カー トライ トが翌年考

案したルールが直接の祖とされている。

当時のルールは 21点 先取、投手は窮屈なアンダー

ハンドピッチ、ス トライクもボールもなく打者は打ち

やすいボールがくるまで待ってもよいという打者本位

ののどかなゲーム、ワンバウンド捕球までアウトとい

うものであった。1845年では、投手は 「打たせる人」

であったのが、アンダーハンドピッチに縛られながら

も、ルールに反する肘や手首の屈伸を用いたり、1860

年代にはカーブも発明されるなど 「打たせない人」ヘ

と変化していく。投手の投球技術がルールの規制や審
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図 6 球 技の分化

判の能力を上回り、 1884年にはオーバースローが合

法化されている。 しかし、 1871～1886年までス トラ

イクゾーンを腰から上か、下か打者が投手に要求する

権利が与えられたり、1881年に投球距離が 13.7mか

ら 15.2mへ 、1893年に 18.4mへ の延長、投球時の脚

動作の制限や投手ボックスから投手板への採用など、

投手力を抑えて打力との均衡を保つ努力がなされた。

オーバースローヘの転進は投手に球速の増大と球種の

増加をもたらし、それに対応するため、打者も鋭く球

を ミー トして野手の間隔をねらったり、 1880年代後

半からはバントやヒットエンドランなど組織的な打撃

法が考え出され、守備もまたこれに対応するため組織

的な守備法を重視するようになる。

塁間の距離は現在では 27.43mで あるが、「タウン

ボール」の時代は60フ ィート (18.24m)ほ どである。

ボールは徐々に反発力の強いものにし、長打を生みや
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